
　「自分の写真は撮らんといて ！ 」と、とてもシャイな内村さ
ん。でも大好きな車を見せてくれるためにガレージから出した
ところを、パシャリ ！ ！  それ以外も試みましたが、シャイな内
村さんの真正面から撮るのは難しく……
　そんな内村さん、物心ついた頃から車とバイクが大好きだ
そうです。好きな方からしたら当たり前のようなことを、ほとん
ど知識のない私が質問をしても、嫌な顔ひとつせず、私が
知らなすぎるのを笑いながら優しく教えてくれました。
　車の免許を取って初めて買った車は、日産「スカイライ
ン」愛称「ケンメリ」だったそうです。
　今でも車・バイクは大好きで４台所有されています。全部
見せて頂きましたが、大好きなのが伝わるぐらい車体はもち
ろんのことガレージの中も整備され、とても綺麗でした。
　その遺伝子は息子さんたちにもしっかりと引き継がれて内
村家男性は無類の車・バイク好きです♡

　ゆず青年部を立ち上げて２年。同じゆず生産者として以前から顔見知りで年齢も近く、和気あいあいのみなさんは13名で活動しています♪
　ゆず青年部が発足したきっかけは、ゆず農家の高齢化や、新規就農サポート等、ゆずを生産していくなかで、「自分たちの若い力が何か少しでもお役に立てれば」
との思いから。
　昨年度は、ゆずの木の枝を誘引するために使用する「竹杭」をゆず青年部で試作。山から竹を切ってくることから始まり、２日間で約3000個制作。高齢で竹杭
を作るのが難しくなってきている方や、新規就農の人たちの手助けにもなりたい ！ ！  という思いで、今後の活動の１つにしていきたいそう。
　また地域を盛り上げるためにも、積極的に動いていきたいという思いも強く、大栃中学校の生徒・保護者で取り組んでいる地域の草刈事業活動にも、ゆず青年
部のみなさんで参加。
　「いまだコロナ禍で、なかなか対外的な活動は難しいが、落ち着いてきたらそういった活動もどんどん取り組んでいきたい」と宇田部長が話してくれました  （*^-^*）

お家のなかでは活発（^^）/
こはくくん  （５歳）

　野市東部ライオンズは、野市・野市東・吉川・香我美小学校の児
童、３年生から６年生までの19名（取材当時）がメンバー。
　木曜日は赤岡グラウンド、土曜日・日曜日には野市東小学校グラウ
ンドで練習に励んでいます☆
　野市東部ライオンズは２年前まで休部をしていましたが、西岡和則
監督が色んな場所で保護者に声をかけ、再結成が実現しました ！ ！
　再結成当時は、ほとんどの子が野球初心者だったそうですが、今
年は県大会ベスト８以上に３度勝ち上がるほど実力もつけました。
　「練習も試合も楽しんで、野球をずっと続けてもらいたい」と西岡
監督。
　現在チームはメンバー募集中です ！ ！
　未経験者でも見学や体験大歓迎♪
　お天気の関係等あり何回かに分けて取材をさせてもらいましたが、
いつも元気で大きな声で挨拶してくれ、こちらが元気を分けてもらい
ました（*’▽’）

野市支所
管内より

　こはくくんは迷い猫。５年前に飼い主さんがお出かけす
るため、車に乗ろうとしたところ、子猫の鳴き声が聞こえる
けど、周りを見渡しても姿がない、でも車の所ではっきりと
聞こえる、探ってみるとなんと車のエンジンルームに入り込
んで鳴いていたこはくくん。その後、飼い主をみつけようと
何日か思い当たる方に連絡をとってみたものの……自分が
こはくくんの飼い主さんに☆
　推定産まれて１カ月頃に出会ったようで、こはくくんは飼
い主さんを親と思っているようです。
　今はだいぶ大きくなったのでしなくなったそうですが、小
さい頃は飼い主さんの耳たぶを吸いにきたりしていたそう。
　飼い主さんにこはくくんのかわいいとこは？  と尋ねてみる
と「そんなとこらーない ！ 」との返事でしたが、こはくくん
のいたずらやお家からの脱走エピソードを優しい顔で私に
話してくれました（*^^*）

地域のために動ける組織でありたい ！ ！
香美地区物部柚子生産部会　物部ゆず青年部
  （下段  左から順に）宗石 正志さん  （48）
　　　　  部 長　宇田 圭佑さん  （42）
　　　  副部長　岡山 真さん  （43）
   副部長兼会計　山﨑 雄一さん  （32）
  （上段  左から順に）栗須 亮さん  （研修生）
　　　　　　　   千頭 一寛さん  （研修生）
　　　　　　　   西尾 文彰さん  （52）
　　　　　　　   山内 真輔さん  （44）
　　　　　　　   和田 朋之さん  （33）

うち むら よう いち

むね いし　まさ　し

う　だ　けい すけ

おか やま まこと

やま さき　ゆう いち

にし　お　ふみ あき

やま うち　しん すけ

わ　だ　とも ゆき

くり　す　りょう

ち　かみ　かず ひろ

★車とバイクをこよなく愛して半世紀★
内村 陽一さん  （59） 

一緒に野球しませんか？  ＼（^o^）／
野市東部ライオンズのみなさん

地区担当者より

香我美支所管内より 物部支所
管内より
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山北みかん　
出前授業依頼

　

香
美
地
区
果
樹
部
会
は
、
高
知

県
立
安
芸
中
学
校
１
年
生
よ
り
「
山

北
み
か
ん
」
に
つ
い
て
の
出
前
授

業
の
依
頼
を
受
け
、
６
月
22
日
に

訪
問
を
し
、
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
立
安
芸
中
学
校
で
は
、
地
域

の
伝
統
的
な
も
の
を
守
っ
て
い
け

る
よ
う
、
考
え
行
動
す
る
力
を
つ

け
る
た
め
、
中
学
３
年
間
を
通
し

探
求
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
で
は
産
業
を
重
点
の
一

つ
と
し
て
、
今
年
度
は
「
山
北
み
か

ん
」
等
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に

決
め
、
果
樹
部
露
地
み
か
ん
部
会

に
依
頼
。
近
森
秀
好
部
会
長
と
山

北
果
樹
集
出
荷
場
藤
本
課
長
が
山

北
み
か
ん
の
歴
史
や
栽
培
方
法
、

特
徴
等
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
生
徒
か
ら
「
天
候
等

で
美
味
し
さ
は
変
わ
り
ま
す
か
？
」

「
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
？
」
等
質
問
が
あ

り
、
近
森
部
会
長
と
指
導
員
田
淵

が
回
答
。
こ
の
授
業
を
通
じ
、
近
森

部
会
長
は
「
私
た
ち
の
香
美
地
区

の
山
北
み
か
ん
に
興
味
を
持
っ
て

授
業
の
題
材
と
し
て
、
注
目
し
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。 近森部会長の授業を真剣に聞きながら

メモをとる安芸中学校１年生　38名。
香我美支所管内

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

土佐山田支所管内夜須支所管内

夜須支所管内 吉川支所管内

各支所で座談会開催
　全学年が対象

　夜須小学校出前授業

　

６
月
６
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、

各
支
所
で
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
で
は
、
第
４
期
（
令
和
３
年
度
）

の
事
業
報
告
、
そ
し
て
第
５
期
（
令

和
４
年
度
）
の
事
業
計
画
、
総
代
会

へ
の
提
出
議
案
等
に
つ
い
て
説
明
。

　

令
和
３
年
度
は
長
期
化
す
る
マ
イ

ナ
ス
金
利
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
計
画
を
大
き
く
越
え
る
事
業
利

益
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
や
、
今
後
の

事
業
運
営
に
つ
い
て
、
多
く
の
貴
重

な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
に
は
全
体
で
１
５

０
人
の
組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

青
壮
年
部
土
佐
香
美
本
部
夜
須

支
部
と
女
性
部
土
佐
香
美
地
区
同

支
部
は
、
夜
須
小
学
校
の
全
学
年

を
対
象
に
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
地
元
農
家
が
先
生
と
な

り
、
香
美
地
区
の
６
つ
の
特
産
品

を
学
年
ご
と
に
学
ぶ
、
座
学
と
ほ

場
見
学
の
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
13
日
に
は
４
年
生
対
象
に
、

生
産
者
の
谷
内
正
佳
さ
ん
が
「
ゴ
ー

ヤ
」
の
授
業
を
実
施
。
成
長
過
程

や
夜
須
町
の
ゴ
ー
ヤ
の
秘
密
な
ど

を
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
説
明
し

ま
し
た
。

　

園
芸
部
西
瓜
部
会
が
４
月
20
日
に
、
A
B
C
朝
日
放
送
系

列
「
朝
だ 

！  

生
で
す　

旅
サ
ラ
ダ
」
内
の
“
東
留
伽
が

行
く 

！  

日
本
縦
断
コ
レ
う
ま
の
旅
”
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。

　

ハ
ウ
ス
に
案
内
す
る
と
、
空
中
立
体
栽
培
に
東
ア
ナ
は
大

驚
き
。
美
味
し
さ
の
秘
密
で
あ
る
栽
培
方
法
の
説
明
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

試
食
の
場
面
で
は
、
鮮
や
か
な
赤
色
の
断
面
に
目
を
丸
め
、

実
が
ぎ
っ
し
り
の
ル
ナ
ピ
エ
ナ
ス
イ
カ
を
手
に
ガ
ブ
リ
ッ 

！  

そ
の
甘
さ
に
も
感
激
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
に
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
送
さ
れ
る
と
、
直
後
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
地
元
産
直
市

「
や
す
ら
ぎ
市
」
や
Ｊ
Ａ
の
直
販
サ
イ
ト
「
と
さ
ご
ろ
」
に
は

注
文
が
殺
到
す
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
ル
ナ
ピ
エ
ナ

ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
知
名
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ルナピエナスイカ
テレビ「朝だ ！  生です　旅サラダ」収録

女性部が
地域の児童と交流

　

女
性
部
吉
川
支
部
は
６
月
７
日
、
吉
川
小
学
校

５
年
生
13
人
と
ら
っ
き
ょ
う
の
収
穫
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

吉
川
小
学
校
で
は
、
地
域
の
特
産
を
学
ぶ
た
め

学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
毎
年
、
４
年
生
の
時
に

ら
っ
き
ょ
う
の
植
つ
け
、
５
年
生
で
は
自
分
た
ち

で
植
え
た
ら
っ
き
ょ
う
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
交
流
の
た
め
、
手
助
け
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
ほ
し
い
と
兼
ね

て
か
ら
話
し
て
い
た
女
性
部
の
も
と
に
、
今
年

度
収
穫
し
た
ら
っ
き
ょ
う
の
根
切
り
の
先
生
と

し
て
の
依
頼
が
あ
り
、
部
員
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

作
業
の
合
間
に
は
、
児
童
と
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
世
代
を
越
え
た
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

試食の収録風景。東アナの「美味しい」の声が響き渡りました。 指導を受け、懸命に根切り作業を行う児童たち。

座談会の様子。生産者　谷内先生が出すクイズに元気よく手を挙げる児童たち。

廃ポリ・廃プラ回収日

◆ 廃プラ（ビニール）

とき：９月15日（木）　午前８時～10時
吉川・香我美・赤岡支所

　土佐山田支所は土佐山田購買課西側駐車場。野市支所、夜
須支所、吉川・香我美・赤岡支所は旧香我美ライスセンターと
なっています。

回収場所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、
費用負担が多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することに
より近隣住民に大きなご迷惑となります。回収にあたり、異物を
十分に取り除いて頂きますようお願いいたします。

回収にあたってのご注意

◆ 廃ポリ
とき：９月 ２日（金）　午前９時～11時
　　 ９月16日（金）　午前９時～11時
とき：９月 ９日（金）　午前９時～11時
とき：９月 ６日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：９月 ８日（木）　午前８時～10時

野市支所

土佐山田支所
夜須支所
吉川・香我美・赤岡支所

野市支所管内

ピーマン
収穫体験

児童の質問に答える西山部会長。 児童と収穫を楽しむ濱田市長。

　

赤
岡
小
学
校
２
年
生
と
吉
川
小
学
校

１
年
生
・
２
年
生
合
計
27
人
の
児
童
は

６
月
28
日
、
ピ
ー
マ
ン
部
会
長　

西
山

忠
宏
さ
ん
の
指
導
の
下
、
ピ
ー
マ
ン
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
平
成
20
年
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
学
校
教
諭
と
生

産
者
と
の
縁
で
始
ま
っ
た
行
事
。
今
年

で
15
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と

と
、
今
年
度
の
収
穫
場
所
が
、
香
南
市

が
新
規
就
農
者
支
援
の
た
め
に
建
設
し

た
「
香
南
市
実
践
型
研
修
ハ
ウ
ス
」
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ピ
ー
マ
ン
部
会
の

方
が
、
香
南
市
長
に
声
を
か
け
、
児
童

と
一
緒
に
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
持
っ
て
き
た
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
収
穫
を
楽
し

み
、
そ
の
後
、
西
山
部
会
長
に
「
こ
ん

な
に
大
き
く
育
て
る
に
は
ど
う
や
っ
た

ら
？
」「
ど
う
し
て
美
味
し
い
ピ
ー
マ
ン

が
作
れ
る
の
で
す
か
？
」
等
た
く
さ
ん

の
質
問
を
し
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

濱
田
豪
太
市
長
は
「
香
南
市
で
採

れ
る
野
菜
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
私

自
身
も
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
一
緒
に

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
・
地
域

の
人
と
の
絆
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。



スパイス

緩効性肥料の「ファイト一発コース」の場合
（10a当たり追肥例）
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

ニ
ン
ニ
ク

適
期
に
植
え
付
け
、追
肥
と
か
ん
水
を
行
う

　

中
央
ア
ジ
ア
原
産
と
推
定
さ
れ
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科

の
多
年
生
草
本
で
、
生
育
適
温
は
15
〜
20
度
、
暑
さ

に
弱
く
、
寒
さ
に
は
比
較
的
強
い
野
菜
で
す
。
栽
培

は
秋
に
種
球
を
植
え
付
け
、
初
夏
に
収
穫
し
ま
す
。

　

強
い
香
り
の
成
分
は
硫
化
ア
リ
ル
で
、
体
内
で
豊

富
に
含
む
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
と
結
合
す
る
と
疲
労
回
復

効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
品
種
】
温
暖
地
向
き
で
は
「
平
戸
」「
嘉
定
」「
上

海
」
な
ど
、「
ニ
ュ
ー
ホ
ワ
イ
ト
六
片
」
は
寒
冷
地
か

ら
弱
暖
地
に
も
向
く
品
種
で
す
。

【
畑
の
準
備
】
植
え
付
け
２
週
間
前
ま
で
に
、
１
平

方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
２
０
０
ｇ
を
施
し
て
土
に
混
ぜ

て
お
き
、
１
週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
１
０
０
ｇ
と
完
熟
堆
肥
を
２
㎏
施
し
ま
す
。

そ
の
後
、
幅
70
〜
１
０
０
㎝
の
畝
（
ベ
ッ
ド
）
を
作

り
、
穴
の
間
隔
が
15
㎝
程
度
の
黒
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を

張
り
ま
す
（
図
１
）

【
植
え
付
け
】
９
月
上
旬
ご
ろ
に
休
眠
が
明
け
て
く

る
の
で
、
種
球
を
小
片
（
鱗
片
：
り
ん
ぺ
ん
）
に
ば

ら
し
（
図
２
）、
寒
冷
地
で
は
９
月
中
旬
〜
10
月
上

旬
、
温
暖
地
で
は
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬
に
植
え
付

け
ま
す
。
小
片
頂
部
を
上
に
マ
ル
チ
穴
（
15
㎝
間
隔
）

に
深
さ
５
㎝
程
度
に
浅
く
植
え
ま
す
（
図
３
）。

【
わ
き
芽
か
き
】
芽
出
し
後
に
１
株
か
ら
２
芽
以
上
出

た
と
き
は
、
生
育
の
良
い
１
芽
を
残
し
て
、
手
で
早
め

に
か
き
取
り
ま
す
（
図
４
）。

【
追
肥
・
花
蕾
（
か
ら
い
）
摘
み
】
成
長
が
再
開
す
る

翌
春
２
月
と
３
月
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50
ｇ

程
度
を
追
肥
し
ま
す
が
、
マ
ル
チ
栽
培
で
は
所
々
穴
を

開
け
て
お
き
ま
す
。
と
う
立
ち
し
て
つ
ぼ
み
が
付
い
た

ら
、
球
の
肥
大
に
影
響
が
あ
る
た
め
花
蕾
を
早
め
に
摘

み
取
り
ま
す
。
畑
の
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
特
に
春
先
か

ら
の
か
ん
水
が
必
要
で
す
。

【
収
穫
】
初
夏
に
な
り
、
葉
が
半
分
く
ら
い
枯
れ
た
ら
、

晴
天
日
に
抜
き
取
っ
て
根
を
切
り
落
と
し
、
畑
で
２
〜

３
日
乾
か
し
ま
す
（
図
５
）。
そ
の
後
、
茎
を
30
㎝
ほ
ど

残
し
て
切
り
取
り
、
10
球
程
度
を
束
ね
て
風
通
し
の
良

軒
先
な
ど
の
つ
る
し
ま
す
（
図
６
）。

発
生
、
症
状
と
被
害
の
様
子

　

シ
ソ
に
寄
生
す
る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に
は
、
主

に
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
が
い
ま
す
。
体
色
や
翅
の
開
き
方
で
区

別
が
可
能
で
す
。
施
設
栽
培
で
は
周
年
で
発

生
し
、
春
夏
お
よ
び
夏
秋
の
時
期
に
多
く
な

り
ま
す
。
露
地
栽
培
で
は
夏
か
ら
秋
ま
で
発

生
し
ま
す
。
発
生
原
因
は
、
苗
に
よ
る
持
込

み
、
施
設
外
部
か
ら
の
成
虫
の
侵
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に

は
バ
イ
オ
タ
イ
プ
B
と
バ
イ
オ
タ
イ
プ
Q
が

存
在
し
、
特
に
バ
イ
オ
タ
イ
プ
Q
は
薬
剤
抵

抗
性
が
発
達
し
や
す
い
た
め
、
薬
剤
が
効
き

に
く
い
個
体
が
発
生
し
ま
す
。
成
・
幼
虫
は

葉
裏
に
寄
生
し
て
吸
汁
し
、
多
発
す
る
と
す

す
病
が
発
生
し
、
葉
の
表
面
が
黒
く
な
り
、

株
の
成
長
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

　

梅
雨
が
短
く
て
降
雨
が
少
な
く
畝
が
乾
燥
気

味
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乾
き
す
ぎ
に
よ
る
ハ
ダ
ニ

の
発
生
、
白
星
病
の
発
生
、
芯
ど
ま
り
が
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
す
。

　

今
後
、
降
雨
が
続
く
場
合
や
豪
雨
後
に
は
、
緩

効
性
肥
料
を
使
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
必
要
な

肥
料
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
葉

色
が
薄
い
場
合
は
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

か
ん
水

　

畝
の
乾
燥
に
注
意
し
、
乾
燥
し
過
ぎ
な
い
う
ち
に

か
ん
水
を
開
始
し
ま
す
。
と
き
ど
き
畝
を
掘
り
乾
き

具
合
を
み
ま
し
ょ
う
。

　

乾
い
て
い
た
ら
畝
全
体
が
湿
る
よ
う
水
を
か
け
ま

す
。
10
ａ
に
10
ｔ
か
け
る
と
降
水
量
10
㎜
で
す
。

長
雨
で
肥
料
切
れ
し
た
時
の
追
肥

　

葉
色
の
濃
い
ほ
場
は
10
ａ
当
た
り
マ
ル
チ
サ
ポ
ー

ト
を
20
〜
30
㎏
又
は
硫
酸
マ
グ
を
20
㎏
施
用
し
光
合

成
を
促
進
し
ま
す
。

　

葉
色
の
薄
い
ほ
場
は
ス
パ
イ
ス
を
30
〜
40
㎏
施
用

し
葉
色
を
濃
く
し
光
合
成
を
促
進
し
ま
す
。

８
月
の
追
肥

台
風
対
策

通
過
前

　

①
ほ
場
周
辺
と
ほ
場
の
排
水
点
検
を
し
ま

す
。②
生
姜
に
ネ
ッ
ト
が
か
か
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
高
さ
を
調
整
し
ま
す
。③
殺
菌
剤
・
殺

虫
剤
を
予
防
散
布
を
し
ま
す
。

通
過
後

　

①
ほ
場
周
辺
と
ほ
場
の
清
掃
を
し
ま
す
。②

塊
茎
が
地
表
に
出
て
い
た
ら
土
寄
せ
を
し
ま

す
。③
湛
水
し
た
ら
根
茎
腐
敗
病
発
生
防
止
の

為
殺
菌
剤
を
か
け
ま
す
。④
畝
に
ネ
ハ
リ
エ
ー

ス
な
ど
酸
素
供
給
剤
を
散
粒
し
根
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。⑤
濁
水
が
流
入
し
た
場
合
は
流

入
物
を
片
づ
け
①
〜
④
の
作
業
を
し
ま
す
。

土
寄
せ
（
適
時
）

　

塊
茎
が
地
表
面
に
出
な
い
よ
う
に
適
時

「
土
寄
せ
」
を
し
ま
す
。
塊
茎
へ
の
土
寄
せ
は

い
も
ち
病
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

除
草

　

雑
草
が
害
虫
の
す
み
か
に
な
ら
な
い
よ
う

に
ほ
場
並
び
に
周
辺
の
雑
草
の
除
草
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
葉
面
散
布
剤
で
珪
酸
補
給
：
茎
を
硬
く
し

た
い
と
き
は
バ
リ
カ
タ
を
１
０
０
０
倍
で
葉

面
散
布
を
し
ま
す
。

７
月
中
旬
〜
８
月
の
生
姜
の
栽
培
管
理

大 

葉

生 

姜

防
除
対
策

　

施
設
内
各
所
の
株
を
軽
く
手
で
た
た
き
、

成
虫
が
飛
び
出
す
か
ど
う
か
で
発
生
を
確
認

し
ま
す
。
成
・
幼
虫
は
ほ
と
ん
ど
が
葉
裏
に

寄
生
し
て
い
る
の
で
、
葉
裏
に
十
分
か
か
る

よ
う
に
て
い
ね
い
に
散
布
を
行
な
い
ま
す
。

増
殖
速
度
は
非
常
に
速
い
た
め
、
発
生
初
期

に
黄
色
粘
着
板
な
ど
に
よ
る
、
成
虫
の
捕
殺

も
効
果
的
で
す
。

　

寄
主
範
囲
は
非
常
に
広
く
、
雑
草
な
ど
で

も
増
殖
す
る
た
め
、
施
設
内
外
の
雑
草
防
除

や
不
要
植
物
の
管
理
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

薬
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
薬
剤
抵
抗
性
を

発
達
さ
せ
な
い
た
め
に
、
登
録
農
薬
の
適
切

な
使
用
と
同
一
系
統
薬
剤
の
連
続
使
用
を
行

わ
な
い
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

コナジラミ成虫（上）と幼虫（下）

すす病被害葉

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

肥料名

粒状
ヤッシィ・
カリ

成分

０－５－26 40㎏

８月
上旬

８月
下旬

通常施肥の「もっこりコース」の場合
（10a当たり追肥例）

肥料名

粒状
ヤッシィ・
カリ

成分

０－５－26

５－10－14 30㎏ 30㎏

40㎏

８月
上旬

８月
下旬



香美地区版

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２　TEL.0887－56－0121

野市支所　56－0921　　 物部支所　　　58－3105
香北支所　59－2321　　 土佐山田支所　53－2155
吉川支所　55－2117　 　赤岡支所　　　55－2151
夜須支所　55－2155　　 香我美支所　　55－3135

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

特産センター　56－0061　　車輌センター　　56－0314
農機センター　53－4221　　LPガスセンター　53－4353
JA共済中央サービスセンター　088－821－6015
JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 56－5911（24時間対応）

香美営農経済センター　56－2372

ＪＡ高知県香美地区
信用共済窓口における昼時間休業の導入について

組合員・利用者の皆さまへ

　日頃はＪＡ事業に特段のご配慮を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、 ＪＡ高知県では令和４年11月1日（火）より、下記の支所にて昼時間休業を導入する事といたしました。組合員・
利用者の皆様にはご不便をお掛けいたしますが、ご理解賜りますようお願い申しあげます。
　今後とも皆様のご利用をお待ち申しあげております。

令和４年11月1日（火）

①ＪＡ高知県　野市支所
香南市野市町西野2704番地２
TEL 0887－56－0921 （貯金）、0887－56－0821 （共済）

②ＪＡ高知県　香北支所
香美市香北町美良布1293　TEL 0887－59－2321

③ＪＡ高知県　土佐山田支所
香美市土佐山田町百石町２－２－48　TEL 0887－53－2155

① 野市支所の最寄り支所
　 支所名：香我美支所
　 住　所：香南市香我美町下分1796　TEL 0887－55－3135

② 香北支所の最寄り支所
　 支所名：物部支所
　 住　所：香美市物部町大栃1388－２　TEL 0887－58－3105

③ 土佐山田支所の最寄り支所
　 支所名：南国中央支所
　 住　所：南国市上野田303－1　TEL 088－864－2067

④ 赤岡支所の最寄り支所
　 支所名：夜須支所
　 住　所：香南市夜須町坪井42－１　TEL 0887－55－2155

平日（月曜日～金曜日）

８：30 ～ 11：30
昼時間休業（11：30～ 12：30）
12：30 ～ 15：00

④ＪＡ高知県　赤岡支所
香南市赤岡町本町544　TEL 0887－55－2151

導入開始日

対象支所

窓口営業時間

以　上

窓口営業休止
時間帯の最寄りの
ＪＡ高知県の支所

● 今月の廃ポリ・廃プラ回収日はＰ13に掲載しています。


	08_10-11p_地区からこんにちは_4枠_香美地区版-03
	08_12_13p_できごと_香美地区版_03
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